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技術報告

要  旨

旭化成アル ミペース トの樹脂被覆グレー ドは、鱗片状アル ミユウム顔料の表面を特殊な樹脂で

被覆 したアルミニウムペース トである。今回は、緻密で高い輝度を持つ、平均粒経 10μ m以下

の微粧径の樹脂被覆グレー ドを新たに開発 したので、これら新規グレー ドの特性 と応用について

報告する。

(1)樹脂を極めて薄 く被覆 し、ベースアル ミの優れた意匠性 と緻密感を保持 したまま密着性を付与

した微粒径の「TRグ レー ド」 6点。

12)ベースアル ミの優れた意匠性 と緻密感を保持 したまま、密着性 と耐薬品性を同時に付与 した微

粒径の「LRグ レー ドJ4点。

1.は じめに

従来、 自動車ボディー、家電製品および建築物の

外観に高級感を与えることを目的として、金属顔料、

特に鱗片状アル ミニウム顔料を含有する塗料を塗装

する、いわゆるメタリック塗装が多 く使用されてい

る。

元来、アル ミニウム顔料は表面の活性が高い金属

であり、酸、塩基および水 との反応を起 こしやす く、

非常に厳 しい環境下では塗膜の劣化を招 く可能性が

ある。
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当社では上記の問題を解決する手段 として、アル

ミニウム顔料の表面をあらかじめ架橋密度の高い樹

脂で被覆 し、酸、塩基および水 との接触を防止 して

耐候性 と耐薬品性 とを向上 させたァル ミペース ト

「CRグ レー ド」、および被覆樹脂の組成や重合条件

などの改良 により上記物性 を飛躍的に向上 させた

「HRグ L/― ド」を開発、上市 し、好評を得ている。
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表 1 供試アルミペース ト
6μ m 7μ m 8μ m 8μ m 9μ m 10μ m

平均粒径 辛1 FD-5060 FD-4070 FD-508H BS-080 GX-3109 GX-3100

TRク レード TR-5060 TR-4070 TR-508H TR-3109 TR-3100

LRグ レード L日 -4070 LR-3109 LR-3100

*1 (レ ーザー回折法により測定 )

また、樹脂被覆アル ミペース トは、樹脂で被覆され

ているが故に塗料樹脂 との密着性や静電塗装時の耐

電圧性が高 くなることから、 このような性能を要求

される用途にも幅広 く使用されている
1)～ 3)。

1999年以降、弊社は非常に高い輝度感 と高い V
F性を特長 とするアル ミニウム顔料 「GXシ リーズ」

を上市 した
4)。 「GXシ リーズJは、主に自動車向

けなどの高級メケリック塗料を中心に使用されてい

る。そしてこの、GXシ リーズをベース とし、密着

性や、耐薬品性、耐電圧性を付与 した樹脂被覆グレー

ドである「HRグ レー ドJを上市 した
5)。

また新たに、携帯電話のような 2コ ー トのプラス

チック塗料向けに、小粒径 GXシ リーズの特徴であ

る、緻密かつ高輝度、高白度、高 F/F性 を最大限

に維持 しつつ、密着性を付与 した薄膜被覆グレー ド

である「TRグ レー ドJを、 また、デジタルカメラ

等の 1コ ー トプラスチック塗料向けに、緻密でかつ

高輝度、高自度、高 F/F性 をできるだけ維持 しつつ、

密着性 と耐薬品性 とを同時に付与するため樹脂組成

を改良 したグレー ドである「LRグ レー ドJ開発 し、

上市 した
5)。

本報では、平均粒経 10μ m以下の微粒経グレー

ドをベース とした「TRグ レー ドJ、 「LRグ レー ドJ

を新たに開発 したので、 これらの新規グ L/― ドの色

調 と耐薬品性について紹介する。

2,実験方法

2.1 供試アルミペース ト

供試 したアル ミペース トを表 1に示す。なお、本

報で「未処理品Jと は、樹脂被覆 していないアル ミ

ペース トのことを言 う。

2.2 塗膜性能の評価方法

2.2.1 メタリック塗膜作製方法

表 2に色調 (明 度、輝度、F/F性 )、 と耐薬品性

の評価に用いた各種メタ

す。

リック盗膜の作製方法を示

2.2.2 色 調

本評価 は、各種 グレー ドを用いて作製 したメタ

リック塗膜の色調の位置付けを明確 にするために

行った。

全グレー ドの色調評価を、表 2の①の配合を用い

作製 したメパリック塗膜で行った。

明るさ(白 度)は、L値をカラーコンピュータ(SM―

T,8d方 式、スガ試験機株式会社製)で沢!定 した。

輝度は、IV値をアルコープLMA 200(関西ペイ

ント株式会社製)で沢J定 した。

フリップフロップ性 (F/F′性)は、ハイライ ト (面

色)と シェー ド (底色)の 明るさの差異を示すもの

である。変角沢J色計 (ス ガ試験機株式会社製)を用

い、塗膜 に対 し45度 で光を入射 させ、入射角に対

し80度 (ハ イライ ト)と 40度 (シ ェー ド)に お

ける反射光の L値 をそれぞれ浪」定 し、両 L値 の比

率 を計算することによ り、F/F′陛の指標 としての

F/F値 を算出した。F/F値 が大 きいほどF/F性 が大

きいことを示す。

2.2.3 耐薬品性

表 2の②に示 した方法で作製 した塗装板を、01N
NaOH水溶液 に浸漬 し、オーブン中で 55°C× 4時

間静置 した後、水洗 し、水滴をふき取 り、自然乾燥

させて、浸漬前後の色差△E(8d方 式)を カラー

コンピュータにより測定した。

3.評価結果と考察

3.1 色調と耐薬品性

図 1、 図 2、 図 3に、新規 TR、 LRグ レー ド10

点 と既存 TR、 LRグ レー ド2点の合計 9点 につき、

各々の平均粒径 と、輝度 (IV値 )、 F/F′性および明

るさ (白 度 :L値)と の関係を示 した。また、図 4、

図 5に、新規 TR、 LRグ レー ド10点 と、その未処

理品 7点 の合計 17点 につ き、各々の平均粒径 と、

輝度 (IV値)お よび F/F′性との関係 を示 した。

図 6に、耐薬品性評価結果を示 した。

1)TRグ レー ド (TR-5060、 TR-4070、 TR-508H、

TR-080、  TR-3109、  TR-3100)

・色調 :10μ m以 下の微粒経でも、高輝度、高

白度、高 F/Fグ レー ドであることを表 して

いる。粒径 が小 さ くなっても輝度や F/F性

がそれほど大 きく低下 していない。 (図 1、

図 2、 図 3)

・耐薬品性 :0.lN NaOH 55℃ ×4hr浸漬に対 し

て、耐性は十分でないが、本グレー ドは、携

帯電話のような、メタリック塗膜の上にクリ

アー層 を塗装する 2コ ー トが主用途であ り、

実用的には問題はない。 (図 6)

ベースである微粒径グレー ドFD 5060、 FD-4070、

FD 508H、 BS 080、 GX-3109、 GX-3100の 持つ局

輝度、高 F/F性 を維持するため、樹脂被覆 による

色調低下をできるだけ少なくし、かつ、密着性を付

与すべ く、極めて薄 く樹脂被覆を行った結果 と考え

られる。 (図 4、 図 5)

2)LRグ レー ド (LR_4070、  LR-080、 LR-3109、

LR-3100)

・色調 :TRグ レー ドと同様に、既存の HRグ レー

ドにない、小粒径かつ高輝度、高白度、高

F/Fグ レー ドであることを表 している。 (図

1、 図 2、 図 3)

。耐薬品性 :プ ラスチック用塗膜の耐アルカ リ性

試験としては一般的な、01N NaOH 5ずC× 41u・

浸漬には十分な耐性をもっている。 (図 6)

樹脂組成や樹脂被覆量、重合方法等を検討するこ

とで、新たに開発 したグレー ドが LRグ レー ドであ

る。この LRの手法を用いることにより、02100よ

りも粒経の小さい、FD 4070、 BS 080、 GX 3109に

対 しても、自度、輝度、F/F性 を高 く保持 したまま、

密着性 と実用的な耐薬品性 とを同時に持たせること

ができた。 (図 6)
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図 1 樹脂被覆グレードの平均粒径と輝度 (IV値 )
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図 3 樹脂被覆グレードの平均粒径と明るさ (白度、L値 )

表 2 メタリック塗膜作成方法

塗料配合 基板 塗膜作成方法

①

アルミペースト(固形分量)

市販アクリルラッカー
シンナー

両面アー ト紙

9ミ ルのアプリケータで塗

装後、24時 間室温で乾燥
させる。

②

アルミペースト(固形分量)

アクリル樹脂
シンナー BヽS樹 脂板

乾燥膜厚 が 15μ mと なる

ようにエアスプレーで吹き
つけ塗装 し、50℃ X30分熱

風循環乾燥機で乾燥させる
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未処理品と樹脂被覆グレードの平均粒径とIV値 る密着性 と耐薬品性 とを同時に付与 したグレー ドで

ある。10μ m以下の微粒径 グレー ドでも、 この特

徴を保持できている。

4.おわりに

GX、 FDシ リーズをベースとした樹脂被覆グレー

ドは、既存のHRグ レー ドを超える高い輝度や F/F

性を備えている。

今後 も、中～大粒径域では、 さらに高い源度や

F/F性 をもち、かつ密着性 と高い耐薬品性 とを保持

した樹脂被覆グレー ドを開発 し、また、小～微粒径

域では、緻密感や高輝度・高 F/F性 を維持 しつつヘ

より高い耐薬品性 と密着性 とを併せ持つ樹脂被覆グ

レー ドを開発 していく予定である。
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図 4 未処理品と樹脂被覆グレードの平均粒径と輝度 (IV値 )

未処理品と樹脂被覆グレードの平均粒径とF/F値
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図 5 未処理品と樹脂被覆グレードの平均粒径とF/F値

耐アルカリ性 :01N NaOH水溶液浸漬 55℃ X4hr

図 6 耐薬品性 0.lN NaOH水溶液浸漬 55℃ ×4hr

3.2 まとめ

1)TRグレー ドは、小粒径 GX、 FDシ リーズの特

徴である、緻密かつ高輝度、高白度、高 F/F性 を

最大限に維持 しつつ、プラスチック用塗料における

密着性 を付与 したグ L/― ドである。10μ m以下の

微粒径グレー ドでも、 この特徴を保持できている。

2)LRグ L/― ドは、小粒径 GX、 FDシ リーズの特

徴である、緻密でかつ高輝度、高 自度、高 F/F性

をできるだけ維持 しつつ、プラスチック塗料におけ
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